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Abstract.  A large type of mature medusae of Turritopsis sp. was collected from Shari 
harbor, Shiretoko, Hokkaido, Japan in early October, 2011. Large specimens of them 
were 5.46-7.74 mm in umbrellar diameter with 119-216 tentacles of two or three whorls. 
This large type of this species of which female brooded larvae on manubrium is now 
known to be distributed at coasts of northern Japan facing the Sea of Okhotsk besides 
the Pacific Ocean and the Sea of Japan. The present species shows non-fulorescent GFP 
pattern like a small type of Turritopsis. 
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（要約 ）
　北海道知床斜里漁港で 2011 年 10 月初旬に大きな個体で直径 5.46–7.74 mm のベニクラゲが採取され，
雌雄の成熟クラゲは触手が 2–3 環列で 119–216 本有していた . これらは太平洋産（千葉県から北海道まで）
と日本海産（山形県から北海道まで）の大型のベニクラゲの個体変異と重なり，雌が幼生を保育する大
型がオホーツク沿岸も含む北日本全体に分布していることが判明した．本個体には GFP 蛍光が南日本産
の小型種と同様に見られなかった．

はじめに

北日本の太平洋沿岸や日本海沿岸に分布す
る大型のベニクラゲ （刺胞動物門 , ヒドロ虫綱 , 

花クラゲ目） は触手数が数百本と多くその配列
も複雑で、口柄が紅色で雌はそこで幼生を保育

する特徴がある （山田・長尾 , 1971; 久保田・水
谷 , 2003; 久保田ほか , 2005, 2007, 2011; Kubota, 

2005; Kubota and Yamazaki, 2007; 久保田・大藪 , 

2010; 久保田 , 2010）．今回，北海道知床半島の
付け根に位置する斜里漁港でベニクラゲの大形
個体が採集され，オホーツク沿岸に産する個体
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の記録はこれまでなかったので，個体変異に留
意して成長・成熟した雌雄の 3 個体を選んで形
態を検査したので報告する．

材料と方法

2011 年 10 月初旬に北海道知床斜里漁港の岸
壁から採集した多数のクラゲの中で雌雄の一番
大きな個体を選び，和歌山県白浜町に所在する
実験所に生きたまま送付し，形態を調べた．ク
ラゲの計測並びに写真撮影（図 1）は，透過型
実体顕微鏡 Nikon SMZ 1500 を用いて実施した．

結果と考察

北海道知床斜里産の 2 個体の雌と 1 個体の雄
の計量形質をまとめた（表 1）．雌雄ともに最
大個体の傘径が 7.74 mm で、複数の環列からな
る触手数もほぼ同数の 210 本余りであった（図
1, 2）．他の形質として，各触手瘤の内側には赤
色の眼点が 1 個ずつみられ、口柄は口唇部を除
き全体が鮮やかな紅色で、雌はプラヌラを口柄
上で保育しており、十字形の 4 口唇に大型で球
状の顕著な刺胞塊はなく、明瞭な空胞細胞が口
柄上部に形成され、放射管は 4 本見られ、不透
明な傘であった．このような一連の形態は，福
島県相馬産の最大個体だが触手の著しく少ない
特殊な個体を除き（久保田ほか , 2011），これ
まで北日本から記録されている大型のベニクラ
ゲ（千葉県九十九里浜から北海道厚岸までの太
平洋産と山形県加茂から北海道忍路まで日本
海産）の個体変異（山田・長尾 , 1971; 久保田・
水 谷 , 2003; 久 保 田 ほ か , 2005; Kubota, 2005, 

2007; Kubota and Yamazaki, 2007; 久保田・大藪 , 

2010; 久保田 , 2010）の中に含まれた．従って，
この型はオホーツク沿岸を含む北日本沿岸全体
に連続して分布していることが今回判明した．

これに対してこの区域からの本種のポリプ
の記録は非常に少なく，道東の厚岸からのみで
ある（山田・長尾 , 1971; Kubota, 2005; 久保田 , 

2010）．なお，本種はクラゲからポリプへ若返
ることができるが，この大型では福島産のもの
だけでそれが観察されている（久保田・ 水谷 ,  

2003; Kubota, 2005）．本個体には GFP 蛍光が南
日本の小型種のように（Kubota, 2010）見られ
なかった。

図 1, 2. 北海道知床斜里産の大型のベニクラゲの雄
（1: 傘径 7.74 mm）と雌（2: 傘径 5.46 mm）.

Figs 1, 2. A large type of mature male (1: 7.74 mm in 
diameter) and female (2: 5.46 mm in diameter) 
medusae of Turr i topsis  sp.  from Shari , 
Shiretoko, Hokkaido .
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表 1.  北海道知床斜里産のベニクラゲの成熟クラゲの形態
Table 1. Morphology of mature medusa of Turritopsis sp. from Shari, Shiretoko, Hokkaido, Japan.

性 (sex) 傘径
Umbrellar diameter (mm)

触手数
No. of tentacles

触手の環列数
No. of tentacle whorles 

雌 7.74 211 3

雌 5.46 119 ほぼ 1 だが，少数が 2

雄 7.74 216 3


